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Ｉはじめに

予算が人間のメンタル的側面に与える影響

は，予算に対する心理学的アプローチとして考

察されてきた。その最初のものはクリス・アー

ジリス（Argyris,1952）の研究である。アージ

リスは予算が従業員のメンタル状態（mental

states）と行動にマイナスの影響を与えること

を提示した。つまり，アージリスは予算がプレ

ッシャー・デバイスとして働いたことを指摘し

ている。

では，なぜ予算に対してプレッシャーを感じ

るのであろうか。もちろん，予算そのものはス

トレス要因とはならない。予算をめぐるさまざ

まな仕組み，制度がストレス要因になるという

ことだろう。人々が予算プレッシャーを感じる

のは，例えば，予算達成度が賃金に反映される，
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予算未達に対･する合理的な説明を求められるか

らとか’予算達成が重視される組織文化なり企

業風土があるとかであろう。

予算目標（budgetarytargets）のレベルが高

すぎて達成できそうもないという場合があるか

もしれない。しかし，プレッシャーと感じるか

どうかは予算目標のレベルに依存するのであろ

うか。予算目標が高いと感じるか低いと感じる

かは，その人の過去の経験や記憶，自己の能力

認知などによって判断され，これらに照らして

それが自分にとってきわめて達成の困難なもの

と認知する場合に，ストレスは強まると考えら

れる。このことは，同じ予算目標のレベルであ

っても，それをストレスの原因（ストレッサー）

と見るかどうかは，その人によって異なるとい

うことである。

ホフステードは，ある程度のプレッシャーは

健全であるが，過大なプレッシャーはかえって

個人に非常な逆効果（例えば，不安，不眠症，

胃潰傷などの心身疾患,さらに家庭の崩壊など）

をもたらす原因になるという（HofStede,1967,

p,127)。ホフステードはプレッシャーにはレベ

ルがありどんなプレッシャーも良くないわけで

はないことを示唆している。これは心理学によ

るストレス研究の成果とも符合する。

図１は，アメリカ労働安全保健研究所

（NationallnsljtutefbrOccupationalSafe句

Health：NIOSH）の職業性ストレス・モデルを

示したものである（各要因の詳細は省略してい

る）（HulTeⅡandMclaney,1988,pp27-28)。こ
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